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平
成
30
年
度
予
算
は
、
協
創
力
を
磨
き
、
７
つ

の
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
さ
ら
に
進
め
、
区
民
に
区

の
成
長
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
重
点
と
し

て
編
成
さ
れ
た
。

　

江
北
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
「
（
仮
称
）
東

京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
起
工
式

が
本
年
３
月
に
行
わ
れ
、
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

竹
の
塚
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
課
題
で
あ
っ
た
鋼
矢

板
の
撤
去
も
進
み
、
２
０
２
２
年
３
月
の
完
成
を

目
指
し
て
事
業
が
進
捗
し
た
。

　

本
決
算
で
は
、
子
ど
も
食
堂
等
、
地
域
で
子
ど

も
達
を
育
む
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
か
ね
て
か

ら
要
望
し
て
き
た
事
業
が
数
多
く
実
施
さ
れ
た
。

　

本
決
算
は
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
す
べ
て

の
指
標
で
良
好
な
数
値
と
な
り
、
財
政
硬
直
化
を

判
断
す
る
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
比
1.2
％
減
の

76
・
４
％
と
引
き
続
き
良
好
な
数
字
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
歳
入
に
占
め
る
特
別
区
税
の
割
合
は

16
・
89
％
で
38
・
01
％
を
占
め
る
特
別
区
交
付
金

に
依
存
す
る
歳
入
構
造
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず
、

景
気
の
動
向
や
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
の
拡

大
の
影
響
等
が
予
測
さ
れ
る
。
区
の
将
来
を
見
据

え
、
予
想
さ
れ
る
課
題
に
機
動
的
に
対
応
す
べ
く

来
年
度
以
降
の
予
算
編
成
を
行
い
、
さ
ら
に
は
協

創
力
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
、
従
来
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
大
胆
か
つ
柔
軟
な
発
想
で
、
区
民
へ
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

本
決
算
特
別
委
員
会
に
て
指
摘
・
要
望
し
た
防

災
・
減
災
対
策
、
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
、
液
体

ミ
ル
ク
等
の
災
害
備
蓄
品
の
充
実
整
備
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
補
聴
器
購
入
助
成
、

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
、
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

施
策
、
全
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
お
け
る
エ
ア

コ
ン
の
早
期
設
置
、
舎
人
プ
レ
イ
グ
ラ
ン
ド
の
人

工
芝
生
化
、
３
Ｒ
を
含
め
た
循
環
型
社
会
構
築
等

々
を
重
く
受
け
止
め
、
今
後
の
予
算
執
行
や
令
和

２
年
度
予
算
に
反
映
し
、
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
区
政
運
営
に
ま
い
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
協
働
の
先
を
行
く
協
創

力
を
発
揮
し
、
成
長
実
感
を
確
実
に
つ
か
み
つ
つ
、

さ
ら
に
前
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
「
協
創
力×

エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン　

つ
か
む
、
成
長
の
実
感
。
」
と

銘
打
ち
、
４
つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題
で
あ
る

「
治
安
、
学
力
、
健
康
、
貧
困
の
連
鎖
」
の
解
決

に
向
け
、
引
き
続
き
力
を
注
ぎ
、
弱
み
を
強
み
へ

と
変
え
る
一
方
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
に
区
の

魅
力
づ
く
り
に
一
層
注
力
し
、
さ
ら
な
る
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
確
か
な
も
の
に
す
る
予
算
で
あ
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
で
は
、
経
常
収
支
比
率
が
、

対
前
年
度
比
1.2
ポ
イ
ン
ト
減
の
76
・
４
％
と
な
り
、

５
年
連
続
で
適
正
水
準
と
さ
れ
る
80
％
を
下
回
り
、

財
政
の
弾
力
性
は
引
き
続
き
良
好
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
後
、
さ
ら
な
る
社
会
保
障
費
の
増

や
公
共
施
設
更
新
に
伴
う
負
担
増
、
法
人
住
民
税

の
一
部
国
税
化
に
よ
る
影
響
拡
大
に
加
え
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
後
の
景
気
不
透
明
感
な
ど
、
区
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
将
来
に
備
え
着
実
に

基
金
の
積
み
増
し
が
出
来
て
い
る
こ
と
は
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
基
金
は
不

況
等
に
よ
る
急
激
な
歳
入
減
が
あ
っ
て
も
、
継
続

し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出
来
る
よ
う
備
え
、

施
設
更
新
等
長
期
間
に
わ
た
る
事
業
を
計
画
的
に

進
め
、
世
代
間
の
負
担
を
公
平
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
貯
め
込
み
に
あ
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　

区
民
生
活
向
上
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
進
歩
さ
せ
、
区

民
の
負
託
に
応
え
る
行
財
政
運
営
に
引
き
続
き
努

力
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
、
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る

足
立
区
を
築
き
上
げ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
我
が
党
委
員
の
指
摘
し
た
、
様
々
な
提
案

及
び
要
望
事
項
を
尊
重
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

努
力
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
我
が
党
の
予
算

修
正
案
の
提
案
項
目
が
多
く
実
現
し
、
前
向
き
な

答
弁
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
歓
迎
す
る
が
、
そ
の
一

方
で
看
過
出
来
な
い
点
も
あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。

　

第
一
は
、
全
体
的
な
お
金
の
使
い
方
の
問
題
で

あ
る
。
過
去
最
高
の
基
金
残
高
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

将
来
の
財
政
不
安
を
煽
り
な
が
ら
１
千
620
億
円
ま

で
積
み
増
す
よ
う
な
姿
勢
を
改
め
よ
う
と
し
な
い
。

区
民
に
対
し
低
い
サ
ー
ビ
ス
や
我
慢
を
強
い
る
だ

け
で
な
く
、
都
市
部
の
財
源
を
奪
わ
れ
る
口
実
に

も
な
り
、
さ
ら
な
る
負
担
増
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

　

第
二
は
、
外
部
委
託
の
推
進
で
あ
る
。
個
人
情

報
を
民
間
事
業
者
に
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
は
、
情

報
漏
え
い
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等
の
事
態
を
招

く
危
険
性
も
高
く
、
直
ち
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
災
害
対
策
の
姿
勢
で
あ
る
。
避
難
所

の
改
善
に
つ
い
て
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、
真

剣
に
考
え
て
意
見
を
あ
げ
る
姿
勢
も
な
い
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
地
域
の
避
難
所
潰
し
に
も
つ

な
が
る
学
校
統
廃
合
を
改
め
よ
う
と
し
て
い
な
い

区
の
姿
勢
は
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
出
生
率
低
下

を
真
剣
に
憂
う
の
で
あ
れ
ば
、
区
独
自
に
で
も
不

妊
治
療
の
上
乗
せ
助
成
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
本
来
は
介
護
の
た
め

に
使
わ
れ
る
べ
き
お
金
を
、
他
の
施
策
に
活
用
す

る
在
り
方
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
料
の
17
年

連
続
値
上
げ
で
、
く
ら
し
を
圧
迫
し
続
け
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
保
険
料
値
上

げ
に
よ
っ
て
、
決
し
て
軽
く
は
な
い
負
担
を
押
し

付
け
て
き
た
。

　

値
上
げ
を
抑
え
る
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
３
つ
の
特
別
会
計
で
値
上
げ
と

な
っ
た
結
果
の
決
算
で
あ
り
、
認
定
出
来
な
い
。

　

区
に
対
し
て
は
、
お
金
の
使
い
方
を
改
め
、
そ

し
て
住
民
の
福
祉
向
上
と
い
う
地
方
自
治
の
本
旨

の
立
場
か
ら
、
区
民
の
く
ら
し
に
真
に
寄
り
添
っ

た
施
策
を
執
り
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
「
協
創
力×

エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン　

つ
か
む
、
成
長
の
実
感
。
」
と
銘
打
ち
、

足
立
の
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
は
良
好
な
財
政
状
況
で
は

あ
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る
少
子
・
超
高
齢
社
会
の

進
展
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
や
公
共
施
設
の
更

新
費
、
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
の
影
響
の
拡

大
や
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
へ
の

対
応
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
後
の
景
気
の
不
透
明
感
等
、

区
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

特
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響
に
よ
る
８
億
円

の
減
少
へ
の
対
策
や
、
特
別
区
民
税
を
は
じ
め
と

す
る
税
や
国
民
健
康
保
険
料
等
の
収
入
未
済
、
不

納
欠
損
対
策
、
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
、
強
い
危

機
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
る
。

　

62
年
ぶ
り
の
刑
法
犯
認
知
件
数
の
５
千
件
台
へ

の
減
少
、
区
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
や
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
た
め
の
対
策
強

化
、
個
人
・
団
体
・
企
業
等
、
多
様
な
活
動
主
体

に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
の
協
創
モ
デ

ル
事
業
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
が
、

我
が
会
派
か
ら
指
摘
し
た
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
対
策

の
強
化
や
、
区
民
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

区
立
第
九
中
学
校
裏
の
バ
ス
通
り
の
交
通
安
全
対

策
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
老
朽
家
屋
対
策
、
台

風
対
策
、
教
職
員
の
多
忙
化
対
策
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
い
じ
め
相
談
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率

の
向
上
、
さ
ら
な
る
自
主
財
源
の
確
保
、
税
や
保

険
料
の
収
入
未
済
や
不
納
欠
損
対
策
等
、
今
後
の

区
政
運
営
や
来
年
度
予
算
編
成
に
対
し
て
反
映
し
、

さ
ら
な
る
区
政
の
発
展
、
区
民
生
活
の
向
上
に
向

け
、
庁
内
の
縦
割
り
を
超
え
、
区
内
・
区
外
の
協

創
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
行
政
手
法
の
み

で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
多
く
の
区
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
を
通
し
、
区
民
の
声

や
様
々
な
政
策
提
言
や
改
善
要
求
等
を
行
っ
た
。

　

都
下
で
初
と
な
る
「
看
取
り
期
ま
で
対
応
す
る

小
規
模
な
地
域
の
住
ま
い
支
援
事
業
開
設
補
助
」

を
足
立
区
が
初
め
て
実
施
し
た
事
は
画
期
的
で
あ

り
、
「
安
心
し
て
最
後
を
迎
え
ら
れ
る
」
地
域
の

在
り
方
に
光
を
灯
す
も
の
と
受
け
止
め
る
。

　

障
が
い
が
あ
る
方
か
ら
の
声
と
し
て
、
区
役
所

ロ
ー
タ
リ
ー
の
段
差
改
善
、
ス
ロ
ー
プ
の
あ
る
仮

橋
へ
向
け
た
検
討
、
環
境
部
の
様
々
な
事
業
改
善

等
は
、
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
た
と
評
価
す
る
。

　

他
に
、
困
窮
者
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
述
べ

た
。
実
態
を
見
ず
に
、
取
り
立
て
ろ
と
言
う
ば
か

り
で
は
、
滞
納
と
い
う
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な

い
。
払
い
た
い
の
に
払
え
な
い
区
民
の
方
が
、「
払

え
る
」
体
制
を
作
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

　

高
等
教
育
無
償
化
、
借
入
返
済
助
成
に
つ
い
て
、

制
度
の
欠
陥
を
指
摘
し
た
。
生
活
保
護
や
非
課
税

世
帯
等
に
は
「
貸
し
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
実
態

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
区
民
の
置
か
れ
た
実
態
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
調
査
し
て
こ
そ
、
区
の
役
割
を

果
た
す
も
の
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
も
、
保

険
料
が
高
す
ぎ
て
苦
し
い
と
、
地
域
を
回
る
中
で

多
く
の
声
を
受
け
止
め
て
き
た
。
国
民
健
康
保
険

の
減
免
制
度
に
つ
い
て
他
区
の
状
況
を
調
査
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
足
立
区
ら
し
い
制
度
と
し
て
改

善
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
等
を
か
た
く
な
に
拒
否
す
る
区
の
姿
勢
に

は
、
賛
同
し
か
ね
る
。
区
民
の
実
態
へ
、
し
っ
か

り
踏
み
込
み
、
保
険
料
を
軽
減
す
る
方
策
を
一
緒

に
考
え
て
ほ
し
い
。

　

区
民
へ
の
区
の
対
応
の
在
り
方
、
過
誤
の
答
弁

を
改
め
よ
う
と
も
し
な
い
姿
勢
、
ま
た
寄
せ
ら
れ

て
い
る
区
民
の
民
意
を
代
弁
す
る
な
ら
ば
、
今
年

度
は
認
定
の
立
場
に
は
立
て
な
い
と
い
う
の
が
今

年
の
結
論
で
あ
る
。

決 算 特 別
委 員 会 の
討論（要旨）

※決算特別委員会の名簿及び委員会の審査結果は８面に掲載しています。

　決算特別委員会の詳しい様子は、区議会ホームページからご覧いただけます。映像は
スマートフォン・タブレットからでも視聴出来ますので、右の２次元バーコードからア
クセスしてください。
　また、予算・決算特別委員会の期間中は、YouTubeによる生中継も実施しております
ので、併せてご利用ください。


